
 

 

 

  

中川文化小劇場・図書館は複合施設。あおなみ線 名古屋駅から 7分・3駅目「荒子」下車、徒歩 1分 劇場 WEB 

中川区・荒子地区から文化発信、中川文化小劇場 with中川図書館情報紙「あらっこ通信」 

2023 年12 月号 

（一社） 中部盲導犬協会 
支援センター 

中川区細米町２丁目 78 

☏ 365-1501 

ラブちゃん募金をどうぞよろしくお願いします。 

 広告募集中！（中川文化小劇場サポーター） 

「ステージあらっこ」は、毎月約 3,000 部発行中！中川区内の学区や公所、

近隣店舗へ発送しています。店舗 PR・生徒募集などに利用してみませんか？ 

内容・料金などぜひお気軽にお問合せください！ 

Full band JAZZ Night Part2 

 

【日  時】12 月 16 日(土) 16：30 開場 17：30 開演 

【会  場】中村文化小劇場 ※例年の会場と異なりますのでご注意ください  

【料  金】＜全自由席＞  

一般 3,500 円（当日 4,000 円） 

高校生以下 1,000 円 

事業団友の会 3,000 円（前売のみ） 

障がい者手帳等お持ちの方 3,000 円 

 

中川区を拠点に活躍するジャズドラマー小畑孝廣率いるバンド  

“小畑孝廣 Jazz Conception”と歌姫たちが贈る第二弾。  

2020 年公演以来のフルバンド演奏でゴウジャスなひとときを  

お楽しみください。ロビーでは－Bar Wild Child－を開店し、  

アルコールの販売を行います。  

侍・前田利家 ONDO・舞人による、演舞ステージ＆ワークショップを  

開催しました。にっぽんど真ん中祭りの演舞曲や中川区の多彩な総踊り  

曲を幅広い世代のメンバーで華麗に披露しました！ワークショップでは  

荒子生まれの前田利家にちなんで大きな折り紙で立体兜作りに挑戦。  

中川区の魅力満載なイベントとなりました！  

事業レポート 

9 月 9 日(土)・10 日(日) 前田利家 ONDO まつり 

📝 

名古屋市文化振興事業団設立 40 周年記念公演 

 

なかがわ JAZZ LIFE シリーズ 
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2020年公演写真 

10 月 14 日(土)・15 日(日) ちょっとこわ～おもしろいお話会 

立体駐車場オープンステージ 

演劇人冒険舎による、ちょっぴり怖くて面白い怪談話の朗読会を開催し

ました。「のっぺらぼう」・「人面犬」といった妖怪のお話や学校の怖い話

など計４作品を披露しました。時折飛び出す大きな声や不気味な音楽、

浮かび上がる影にゾクゾクする場面も…。  

薄暗くなった夕方の駐車場には恐ろしい雰囲気が漂い、まさに怪談話に

ぴったりなロケーションでのイベントとなりました！  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 11月 1日現在 

 

年 5 月 1 日 現 在 

 

 

今年も早いもので、あっという間に年末になりました。今年はコロナの制限が解除されて、今ま

劇場館長 

あおなみ線：「荒子」駅 徒歩１分（名古屋駅から 3駅目・7分） 
：「高畑」駅４番出口徒歩 10分 

市バス   ： 金山 22号・中川巡回「荒子駅」徒歩 1分、金山 21号「荒子観音」徒歩 3分 

※有料駐車場（1回 300円）には限りがあります。公共交通機関をご利用ください。 
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〒454-0874 中川区吉良町 178-3 

工事休館のため受付時間を短縮して営業中 ！ 

⋱   平日・土曜日・祝日：午前 9時～午後 5時   ⋰ 

 

今年も早いもので、あっという間に年末になりました。 今年はコロナの制限が解除されて、今まで我慢していた旅行

なども行かれた方が多かったのではないでしょうか。  

また、クリスマスのパーティーなども予定している方が多いのではないでしょうか。このクリスマスですが、イエスキリス

トの降誕祭という意味ですが、なぜクリスマスというのかご存じでしょうか。 英語で「Christ」がキリスト、「mas」はミサ

（礼拝）という意味で、これを合わせてクリスマスと言っています。 これに「Merry」を合わせれば、メリークリスマス（楽

しいクリスマスを！）という事になります。  

子どもたちは、クリスマスでプレゼントをもらい、1週間後にはお正月でお年玉をもらい、 

冬休みは楽しいことばかりですよね！ 

まもなく令和 5年も終わろうとしています。皆さんはどのような年でしたでしょうか。 

来年も皆様にとって良い年でありますように。 

映画はお好きですか。 私は好きです。 今回はとある映画のセリフを紹介させて下さい。 

「人生は、お前が見た映画とは違う。人生はもっと困難なものだ。」  ～映画『ニュー・シネマ・パラダイス（1989）』より～ 

このセリフは、人生とは映画のような煌びやかで美しい娯楽のようなものではなく、山あり谷ありでつらいことも多くある

ということを教えてくれています。 ですが、この映画の公開から私も年を重ね、違う捉え方をするのも良いのでは？と思って

います。 「人生とは困難なものであると知った今、映画のような人生を再び夢見て生きるのも悪くない。」 ということです。 

作今、落ち込んでしまうようなニュースが耳に入ってしまうことも多くあります。 私たちが過ごす今の人生、今の日常に

満足していない方もいるかもしれません。 そんな時に、あの頃に観た映画のような、あの学生時代の自分が持っていたよ

うな小さな勇気で一歩踏み出す。 電車に乗って街に繰り出してみれば、期待、緊張、不安、何かいつもと違う日常が必ず

あるでしょう。 例え向かった先が何もなくても、きっと次また踏み出す一歩が軽くなっていることに気づくはずです。 

自分の日常に少しの変化をもたらす行動。 映画から勇気をもらうのも良いですよね。  （K・I） 

映画にもらう勇気 

 


